
原市場聖書教会

週　　報

2020.10.18

NO.811

だからこそ、あなたがたはあらゆる熱意を傾けて、

信仰には徳を、徳には知識を、

知識には自制を、自制には忍耐を、忍耐には敬虔を、

敬虔には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加えなさい。

　　　　　　　　第二ペテロ１章５～７節

年間聖句
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主日礼拝
２０２０年　１０月 １８日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 受付 ： 本多節子姉
　パワーポイント ： 本多悟兄　　　感謝の祈り ： 渡辺恵姉

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

渡 辺 惠 姉

一 同

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 その日全世界が」

「 真昼のように」

聖歌６５０番「 父の神の」

聖歌６０４番「 望みの消えゆくまでに」

　創世記１章２６節～３１節

「 最後に人を造られた」

聖歌５３９番「 見ゆるところによらず」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

創世記１章２６節～３１節

26, 神は仰せられた。 「さあ、 人をわれわれのかたちとして、 われわれ

の似姿に造ろう。 こうして彼らが、 海の魚、 空の鳥、 家畜、 地のすべ

てのもの、 地の上を這うすべてのものを支配するようにしよう。」

27, 神は人をご自身のかたちとして創造された。 神のかたちとして人を

創造し、 男と女に彼らを創造された。

28, 神は彼らを祝福された。 神は彼らに仰せられた。 「生めよ。 増えよ。

地に満ちよ。 地を従えよ。 海の魚、 空の鳥、 地の上を這うすべての生

き物を支配せよ。」

29, 神は仰せられた。 「見よ。 わたしは、 地の全面にある、 種のできる

すべての草と、 種の入った実のあるすべての木を、 今あなたがたに与

える。 あなたがたにとってそれは食物となる。

30, また、 生きるいのちのある、 地のすべての獣、 空のすべての鳥、

地の上を這うすべてのもののために、 すべての緑の草を食物として与

える。」 すると、 そのようになった。

31, 神はご自分が造ったすべてのものを見られた。 見よ、 それは非常に

良かった。 夕があり、 朝があった。 第六日。

「最後に人を造られた」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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メッセージ　ポイント

先週は、 神が無からすべてのものの原点である光を言葉一つで造られたところから学んだ。 神は、 茫漠とした何も
ない世界から言葉一つで順序正しく生命の土台を形作られた。 先週のポイントを復習します。
１、	 昼と夜を分けられた （太陽と月と星を造られた）
２、	 海の生き物と翼のある鳥を造られた
３、	 整えられた地で動物たちを造られた
　本日は、天地創造のクライマックスとなります。 一番最後に創造されたのが何なのかは皆さんご存知だと思います。
最後に神様が創造したのは、 人間です。
なぜ人間を最後に創造されたのでしょうか？　その意味を今日の御言葉から学んでいきたいと思います。
人間はどこから来たのか？この疑問は持ったことのある方はおられると思います。 　
もし、 進化論的に考えるならば、 単なる偶然の産物でしかないと考えるか？、 生命の努力の産物となり、 人間は
動物の中で進化の頂点に上り詰めた一種となってしまうのです。 　　
そのように考えた場合、 様々な問題が起こってきます。 本来神から与えられた能力であるにもかかわらず、 自分で
得たものと勘違いし、 人間が神のようになってしまい、 人間の欲望のままにこの世の中を支配し、 地球環境を正し
く管理できなくなってしまうのです。
結果人間自身も自分は単なる宇宙の偶然の産物でしかなく、 自分が何者なのか分からなくなり目標も無くし、 不
安定で平安の無い人生となってしまうのです。
そこで、 本日は私たちが命与えられている意味を正しく理解し、 人が創造された目的と使命を学びます。

１、 われわれのかたちとして、 われわれの似姿に造られた人間

　
２、 神は人に地球上のすべての管理を任された。
　

３、 人が生きるために必要な物を全て与えて下さった。

●まとめ　
①神の似姿に人を造られた
②神は人に地球上のすべての管理を任された。
③人が生きるために必要な物を全て与えて下さった。

このように地球環境全てを神ご自身は自分に似せて人間を創り、 正しく管理を任されたのです。 　
　その与えられた知恵を、 人間は神から離れ、 人間の欲の為に用いる時、 行先は滅びとなるのです。 その事を私
たち人間は忘れてはならないのです。

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　原市場聖書教会牧師　若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

10 月 14 日（水）

10 月 11 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　３人　　　　　　　　　　　　　３人

礼　　　　　拝   　３人    　７人   １４人　   ２４人

　　　　　　　　　（礼拝はオンライン参加者３名を含む）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  お休みでした。

祈　　り　　会　　 　　　　　お休みでした。

報　　　　告

本日午後の予定

10 月の誕生日

次週（10月 25 日〈日〉）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： 創世記２章１節～１４節　

説　　教 ： 「第七日は聖なる日」　若村和仁師　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： 「スピリットソング」　　　今月の賛美 「真昼のように」

　　　　　　　　聖歌３３８、 聖歌４２０、 聖歌４８０、 聖歌３８３

受　　付 ： 渡辺恵姉　　献金感謝祈祷 ： 渡辺愛秀兄

集会案内

礼　　　　拝　　　 　　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
10月25日(日）

hi-b.a. 金曜合同集会　　　　 （会場 ： オンラインにて）・１０月２３日 （金）

hi-b.a. 木曜合同集会　　　　・１０月２２日 （木） （会場 ： オンラインにて）

こひつじタイム（子育てクラス）              10:00 ～ 13:00 頃

ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　   9:30 ～ 10:15

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

祈　 り 　会　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:00 頃10月21日(水）

☆礼拝後昼食会はありませんが自家焙煎珈琲をご用意しています。
　ご自由にお交わり下さい。

・１０月２０日～１０月２３日 （火～金） NPO 法人あまやどり奉仕 （場所 ： 高麗聖書教会）

☆体調不良の方は、礼拝出席を無理せず zoom にて礼拝を中継いたしますのでご利用く
  ださい。また、礼拝堂に入られる時には、手の消毒をよろしくお願いいたします。
☆ 10 月に入っても感染拡大が心配されます。礼拝中の賛美ですが、番数を減らし礼拝を
　お捧げしたいと思います。ご理解ご協力お願いいたします。
★ 10 月以降の予定
　昼食は 10 月中もお休みいたします。zoom での礼拝中継はしばらく継続する予定です。
★ 10 月平日の集会予定
　・こひつじタイム 10 月 20 日（火）
　・赤毛のアンは 10 月 27 日（火）

　１０月４日 本多祈実姉

10月20日(火）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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